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1. エグゼクティブサマリー 
本報告書は、2024 年以降、日本の米市場が直面している記録的な価格高騰と供給不足

という危機的状況に対応するため、代替供給源としての外国産米、特に米国産米と台湾

産米の輸入コストと将来的な価格動向について分析するものである。 

現状（2025 年初頭）の分析では、米国産中粒種・短粒種（カルローズ、コシヒカリ

等）および台湾産ジャポニカ米（コシヒカリ、台稉 9 号等）は入手可能であるもの

の、日本への輸入価格は、それぞれの現地価格に加え、高率な輸入関税（ミニマムアク

セス（MA）米や SBS（売買同時入札）米以外の場合）、国際海上運賃、為替レートに

よって大きく左右されることが明らかになった。 

2025 年下半期から 2026 年にかけての価格予測では、外国産米は引き続きプレミアム

な選択肢となる可能性が高い。米国産米価格は、生産が予測通りに進めば最近の高値か

らある程度落ち着く可能性がある一方、台湾産米価格は輸出需要や国内政策に敏感に反

応すると考えられる。しかしながら、日本への総輸入コストは依然として高止まりする

と予想される。 

これらの分析から導き出される日本市場への核心的な示唆は、国内生産の再活性化、戦

略的な国際調達、そして食料安全保障を確保するための輸入政策の慎重な管理を含む、

多角的な戦略の緊急な必要性である。現在の日本の米危機は、単なる循環的な現象では

なく、より深刻な構造的脆弱性の兆候である可能性があり、一時的な対策を超えた長期

的かつ戦略的な対応が求められる。日本の伝統的なコメの食料安全保障観は、国内生産

への大きく依存してきたが、この危機は、国際市場へのより大きな、そして恒常的な依

存を認め、国際市況の変動、地政学的な供給リスク、世界的な食料貿易の複雑性に日本

がより直接的に晒される可能性を示唆しており、国家の農業政策および貿易交渉に深遠

な影響を与える。 

2. 日本の米市場の危機的状況（2024 年以降） 
2024 年以降、日本の米市場は深刻な供給不足と記録的な価格高騰に見舞われている。

この状況は、国内生産における構造的な問題、気候変動の影響、そして変化する需要パ



ターンが複合的に作用した結果である。 

A. 価格高騰と供給不足の要因 

● 気候変動の影響: 危機的状況の直接的な引き金となったのは、異常気象である。特

に 2023 年の作柄（2024 年の供給に影響）は、夏の記録的な猛暑、長期的な乾

燥、あるいは局地的な豪雨や台風により、収穫量の大幅な減少と品質の著しい低下

を招いた 1。例えば、令和 5 年産の新潟県産コシヒカリの一等米比率は 4.7%にま

で落ち込み 4、高品質な主食用米の供給が著しく減少した。 
● 生産者の高齢化と後継者不足: 日本の稲作は、生産者の深刻な高齢化と後継者不足

という構造的な問題を抱えている 1。生産者の多くは 60 代から 80 代であり、若

い世代の農業離れは耕作放棄地の増加と生産能力の低下を招いている。2 の記述

は、次世代の担い手が実質的に不在である農村の厳しい現実を描写しており、基幹

的農業従事者の激減を予測している。 
● 政府の政策（過去の影響）: 長年にわたる減反政策（生産調整）は、過去の米余り

への対応と価格維持を目的としていたが、結果として作付面積の構造的な縮小と国

内生産ポテンシャルの低下を招いた 1。これらの政策の遺産は、生産ショックに対

する国内供給体制の脆弱性を高め、需給逼迫時の増産対応能力を削いでいる。 
● 需要構造の変化: 供給側の問題に加え、需要側でも変化が見られる。新型コロナウ

イルス感染症収束後の外食産業の回復やインバウンド観光客の増加が米の消費を押

し上げている 2。さらに、国際情勢（例：ウクライナ戦争）を背景とした小麦製品

価格の高騰を受け、一部の消費者や事業者が小麦製品から米へ消費をシフトさせる

代替効果も観察されている 2。 

B. 国内市場の現状（価格水準、供給状況、政府の対応） 

● 価格動向: 小売価格は急騰し、2025 年には 5kg あたり 4,000 円を超える事例も報

告され、家計への負担が増大している 3。卸売レベルでは、令和 6 年産米の相対取

引価格（出荷業者と卸売業者等の間の取引価格）が、令和 7 年 4 月時点で前年同

期比 75%増という記録的な上昇を示した 6。特定の銘柄（例：令和 6 年産関東銘柄

米）のスポット市場価格は、2025 年初頭には前年比約 3 倍に達した 7。 
● 供給・在庫不足: 2024 年後半から 2025 年にかけて、メディアが「令和の米騒

動」と報じる状況が発生し 3、スーパーマーケットの棚から米が消え、オンライン

ストアでも品切れが頻発し、一部小売店では購入制限が設けられる事態となった 
3。公式データによると、民間在庫量は歴史的な低水準にあり、令和 7 年 3 月末の

民間在庫量は 168 万トンと近年で最も低い水準であった 6。一部の独自試算では、

令和 7 年 6 月末の民間在庫が国の見通し（158 万トン）を大幅に下回る 110 万～

130 万トンまで減少する可能性も指摘されており 8、深刻な品薄感を示している。 



● 作況指数: 令和 5 年産米（20 23 年収穫、20 24 年供給）の作況指数は「やや不

良」と評価された 3。全体の作況指数は 10 1（平年並み）であったものの、品質

（一等米比率の低下、精米歩留まりの悪化など）に深刻な問題があり、実質的な供

給量を大きく押し下げた 4。令和 6 年産米（20 24 年収穫、20 25 年供給）の作況

指数は 10 1（平年並み）と見込まれ、主食用収穫量は前年産に比べ 18 万 2,0 0 0 ト

ン増の 679 万 2,0 0 0 トンと予測されている 9。この作柄における一等米比率は令

和 7 年 3 月 31 日時点で 75.9%であり 9、改善は見られるものの、依然として注視

が必要である。 
● 政府の介入: 需給逼迫と価格高騰に対応するため、政府は備蓄米の放出を決定し

た。初期放出量として約 21 万トンが発表された 8。しかし、この措置の効果につ

いては懐疑的な見方もあり、令和 7 年 4 月下旬時点で放出米のうち小売店に到達

したのは約 7%に過ぎないとの報告や 12、放出量自体が全体の不足分を補うには不

十分であるとの指摘もある 11。重要な政策変更として、従来は凶作など生産量が著

しく落ち込んだ場合に限定されていた備蓄米の放出が、市場の混乱や需給逼迫が認

められる場合にも可能となるよう運用が見直された 7。 

国内の米市場は、構造的な供給力の低下と気候変動による生産の不安定化という負の連

鎖に陥っている。生産基盤の脆弱化（生産者の高齢化、作付面積の減少）が供給ショッ

クへの耐性を弱め、異常気象が不作を引き起こすと、需給は急速に逼迫する。これが価

格高騰を招き、メディア報道などを通じて消費者の不安を煽り、買いだめ行動（「米不

足」報道による買い急ぎ 4）を引き起こすことで、さらに市場の不安定性を増幅させる

という悪循環が生じている。 

令和 6 年産米の作況指数が「平年並み」の 10 1 で、収穫量も増加見込みであること 9 
は、20 25 年の需給改善に向けた明るい兆しと捉えられるかもしれない。しかし、この

点を楽観視するには注意が必要である。第一に、20 24 年の危機的状況によって民間在

庫が極度に減少しており 6、新米供給のかなりの部分がまずこの在庫の補充に向けられ

るため、市場価格の緩和効果は限定的となる可能性がある。第二に、令和 5 年産の経

験が示すように 4、作況指数が「平年並み」であっても、品質（精米歩留まりや屑米の

多さなど）が実質的な主食用米の供給量を大きく左右する。令和 6 年産米の一等米比

率 75.9% 9 は前年の特定地域の惨状からは改善しているものの、長期的な平均値と比較

して最終的な精米品質を評価する必要がある。そして最も根本的な問題として、農業従

事者の減少という構造的問題 2 は解決されておらず、一回の豊作で国内供給力が持続的

に回復するとは考えにくい。 

政府による備蓄米放出は、政治的に不可避な対応策であったが、構造的な供給問題に対

する根本的な解決策とはなり得ない。放出された米が消費者に届くまでの時間差や流通



の課題 12、そして放出量が全体の需給ギャップを埋めるには不十分である可能性 11 は、

備蓄米制度が短期的な市場安定化のバッファー機能は持つものの、万能薬ではないこと

を示している。この状況は、国内生産体制の抜本的な強化と並行して、安定的かつ多様

な代替供給源としての輸入戦略の検討が、日本の食料安全保障にとって喫緊の課題であ

ることを強く示唆している。 

表 2.1 日本の米市場危機における主要指標（2023 年～2025 年） 

 

指標 値・状況 期間 出典例 

平均小売価格（5kg
あたり、円） 

4,0 0 0 円超 20 25 年 3 

卸売価格（相対取引

価格、前年同期比） 
+75%（令和 6 年産

米、令和 7 年 4 月時

点） 

20 25 年 4 月 6 

作況指数（令和 5 年

産） 
やや不良（指数 10 1
だが品質問題深刻） 

20 23 年収穫（20 24
年供給） 

3 

作況指数（令和 6 年

産見込み） 
10 1（平年並み）、主

食用収穫量 679.2 万

トン（前年比+18.2 万

トン） 

20 24 年収穫（20 25
年供給） 

9 

民間在庫量（トン） 168 万トン（近年最

低水準） 
令和 7 年 3 月末 6 

 
110 万～130 万トン

（独自試算の低水

準） 

令和 7 年 6 月末予測 8 

政府備蓄米放出量

（トン） 
約 21 万トン発表（う

ち小売到達は約 7%と

の報道も） 

20 25 年 8 



3. 外国産米（米国産・台湾産）の日本市場向け現行価格分析（2024
年～2025 年初頭） 
日本の国内米市場が逼迫する中、代替供給源としての外国産米の価格動向が注目され

る。ここでは、主要な輸入候補となり得る米国産米と台湾産米について、それぞれの現

地価格と日本への推定輸入価格を分析する。 

A. 米国産米 

● i. 現地市場価格（カリフォルニア産中粒種・短粒種） 
米国において、日本型品種である短粒種は、長粒種と比較して著しく高価である。

2023 年 3 月時点の小売価格比較では、短粒種が長粒種の約 5 倍の価格で販売され

ていた（例：短粒種$20/2kg に対し、長粒種$3.5/2kg）15。 
具体的な米国産日本品種の小売価格例（2023 年 3 月、Amazon USA、1 ドル=136
円換算 15）： 
○ 田牧米（コシヒカリ品種）：約$24.55/2kg（約 1,670 円/kg） 
○ カリフォルニア産コシヒカリ：約$21.47/2kg（約 1,460 円/kg） 
○ 玉錦（コシヒカリと夢ごこちのブレンド）：約$15.99/2kg（約 1,087 円/kg） 

農務省（USDA）のデータによると、米国産米全体の農家受取価格（全品種平

均）は、2025 年 3 月時点で 1 トン当たり$14.60/cwt （1 ハンドレッドウェイ

トは約 45.36kg）であった。これは前月の$15.30/cwt、前年同月の$17.20/cwt
から下落しており、米国産米の生産者価格が軟化傾向にあることを示している 
16。（$14.60/cwt は約$0.322/kg、1 ドル 154 円換算で約 49.6 円/kg）。より日

本市場に関連性の高い品種に目を向けると、USDA ERS（経済調査局）の 2025
年 4 月発表の 2024/25 市場年度見通しでは 17： 

○ カリフォルニア産中粒種・短粒種の季節平均農家価格（SAFP）予測：

$22.50/cwt （約$0.496/kg 、1 ドル 154 円換算で約 76.4 円/kg）。これが日本

向け品種の最も重要な指標となる。 
○ 米国南部産中粒種・短粒種の SAFP予測：$15.20/cwt（約$0.335/kg）。 
○ 米国中粒種・短粒種全体の SAFP予測：$20.80/cwt （約$0.459/kg ）。 これら

の SAFPは未精米の農家庭先価格であり、輸出 FOB 価格を算出する上での基

礎となる。カリフォルニア産米の価格プレミアムが明確である。 
● ii. 日本への推定輸入価格（FOB、海上運賃、保険料、関税、為替レートの影響を

含む） 
○ FOB 価格の推定: カリフォルニア産 SAFP（$22.50/cwt 17）を基に、精米、品

質選別、輸出用包装、港までの内陸輸送費を加算する必要がある。正確な FOB
価格は情報源にはないが、高品質な中粒種の場合、仕様にもよるがトン当たり

$600 ～$800 （1kg あたり 92 円～123 円）程度が現実的な範囲と考えられ



る。 
○ 国際海上運賃: 変動の大きい要素である。米国から日本への米輸送は通常コン

テナ船が利用される。北米からアジア向けのコンテナ運賃は 20 25 年初頭から

中盤にかけて大幅に上昇し、一部航路では 2 倍になったとの報告もある（例：

西海岸からアジア向け$1,60 0 →$2,567/FEU 18）。過去の参考として、中国―日

本間の運賃は 20 23 年 3 月時点で$1,590 /FEU であった 19。これらの運賃は 1kg
あたり数十円のコスト増要因となり得る。 

○ 海上保険料: 通常、CIF 価格（FOB 価格＋保険料＋運賃）の 110 %を保険金額

とし、これに保険料率を乗じて算出される 20。一般貨物の料率は 0 .30～0 .35%
程度が目安とされるが 23、米の場合は湿気損や汚染リスクなど特有のリスクを

考慮し、若干割増になる可能性もある。最低保険料（例：1 輸送あたり 3,0 0 0
円）も適用される 23。 

○ 関税（従量税）: MA（ミニマム・アクセス）枠や SBS（売買同時入札）以外の

一般輸入米に対しては、1kg あたり 341 円という高率な関税が課される 25。こ

れが民間輸入米のコストを大幅に押し上げる最大の要因となる。MA 米は無税

だが数量が限定される。SBS 米は政府へのマークアップが含まれた価格で取引

され、最近の米国産中粒種の落札価格は約 318 円/kg であった 26。 
○ 為替レート: 米ドル／円の為替レートが最終的な円建てコストを大きく左右す

る。20 25 年初頭から中盤にかけては、1 ドル 154 円前後で推移していたと想

定する（各種金融ニュースの文脈より 27）。 

B. 台湾産米 

● i. 現地市場価格（ジャポニカ米品種、例：コシヒカリ、台稉 9 号） 
台湾は高品質なジャポニカ米を生産しており、コシヒカリ（越光米）や台稉 9 号

といった品種が知られている。 
2025 年 5 月時点の現地小売価格の例 34： 
○ 台東産コシヒカリ：1.5kg あたり 189 台湾ドル（約 126 台湾ドル/kg、1 台湾ド

ル 4.7 円換算で約 592 円/kg）。 
○ ゆきのきらめき（ジャポニカ米）：1.5kg あたり 169 台湾ドル（約 112.7台湾

ドル/kg、約 530 円/kg）。 スーパーマーケットでの価格帯（2025 年 5 月 
5）：一般的に 2.1～2.2kg パックで 150～270 台湾ドル。高級ブランド米であ

る池上米は 2kg 強で 249 台湾ドル（約 113～118台湾ドル/kg、約 531～555 円

/kg）。 台湾国内では、コシヒカリなどの高級ブランド米が 1kg あたり 130～
180 台湾ドルで販売されているのに対し、日本から輸入された米は 200 ～300
台湾ドルで販売されており 35、品質に対する国内での評価の高さがうかがえ

る。 



● ii. 日本への推定輸入価格（FOB、海上運賃、保険料、関税、為替レートの影響を

含む） 
○ FOB 価格の推定: 現地小売価格（例：110～130 台湾ドル/kg）から小売マージ

ンを差し引き、輸出用加工・梱包費を加算すると、FOB 価格は 80～100 台湾

ドル/kg（376～470 円/kg）程度と推定される。ただし、輸出業者は利益を確

保するためにはトン当たり$1,200～$1,300（1kg あたり約 37～40 台湾ドル、

または約 175～189 円/kg。これはおそらく小売用ブランド化・包装前のバルク

精米価格）を目指しており 36、国際市況よりはるかに高い。この価格差は慎重

に解釈する必要があり、高品質な小売向けに近い形態での輸出の場合は、小売

価格から逆算した FOB 価格がより現実的であろう。 
○ 国際海上運賃: 台湾から日本へは米国からよりも短距離であり、コンテナ運賃

は比較的低廉であると予想されるが、依然としてアジア域内の市況に左右され

る。 
○ 海上保険料: 米国産米と同様の計算方法で算出される。 
○ 関税: MA/SBS 枠外の輸入米には、米国産米と同様に 1kg あたり 341 円の関税

が適用される 25。台湾も SBS 入札の供給国となっている 37。 
○ 為替レート: 台湾ドル／円の為替レートが重要となる。最近のスポットレート

（2025 年 6 月）は、1 台湾ドルあたり約 0.2076～0.2126 円（台湾銀行 38）、

または 1 台湾ドルあたり約 4.7～4.8 円 39 であった。 
○ 輸出動向: 日本国内の米不足を受け、2025 年初頭には台湾から日本への米輸出

が急増した 36。台湾政府は輸出奨励金（1kg あたり約 15.5 円、またはトン当た

り約$500 ）を支給し、国内コストと国際価格の差を埋めようとしている 36。 

MA/SBS 枠外で輸入される外国産米に対する 1kg あたり 341 円という高率な関税 25 
は、最終的な日本国内での販売価格を決定づける極めて大きな要因である。米国カリフ

ォルニア産中粒種の SAFPが約 76.4 円/kg 17、台湾産コシヒカリの現地小売価格が約

592 円/kg 34 であることを考慮すると、これらのプレミアム米の FOB 価格や海上運賃

の差よりも、この関税額の方がコスト全体に与える影響が大きい。この事実は、実質的

な量の輸入を行うためには、MA 枠や SBS 入札といった関税優遇措置の活用がいかに

重要であるかを浮き彫りにしている。関税を課された場合、これらの外国産米は、国内

価格が異常に高騰するか、あるいは特別な品質差を訴求できない限り、一般消費者向け

の市場での価格競争力を持つことは難しい。 

公表されている農家受取価格（SAFPなど 17）は、あくまで出発点に過ぎない。日本市

場向けの特定品種・高品質米の最終的な FOB 輸出価格には、日本市場の要求に応じた

精米、品質選別、ブランド化、包装、輸出国での国内物流費、そして輸出業者の利益な

どが加算される。したがって、FOB 価格は SAFPよりも大幅に高くなる。米国で販売



されている日本品種の小売価格 15 は、農家庭先価格から最終製品に至るまでの間に、

多くの付加価値とコストが積み重なることを示唆している。 

関税に加えて、国際海上運賃と為替レートの変動は、輸入価格の大きな不確定要素であ

りリスク要因である。最近の太平洋航路における運賃倍増の報告 18 や、過去のコンテ

ナ運賃の急騰事例 40  は、海上運賃が安定したコストではないことを示している。同様

に、米ドル／円や台湾ドル／円の為替レートは、世界経済や金融政策の動向によって大

きく変動するため 27、輸入コストの見積もりを短期間で大きく変える可能性がある。こ

れらの変動要素は、調達計画の策定を複雑化させる。 

台湾から日本への米輸出は、日本の国内不足という状況と、台湾政府による輸出奨励策 
36 によって後押しされている。しかし、台湾の輸出業者が採算ラインとするトン当たり

$1,20 0～$1,30 0 という価格帯は、一般的な国際米市況を大きく上回るものの、品質に

敏感な日本市場、特に国内米価格が高騰している現状においては、受け入れられる可能

性がある。ただし、輸出を継続・拡大するためには、品質の安定供給と、日本の農薬基

準などを含む検疫条件の遵守が不可欠である 36。 

表 3.A.1：米国産中粒種・短粒種の日本への推定輸入価格（例：カリフォルニア産、

1kg あたり、2025 年初頭） 

 

費用項目 金額（円または原通貨） 出典・仮定 

推定 FOB 価格（米国港湾） 77.0 0  USD/cwt (約 262 円/kg) SAFP ($22.50 /cwt 17) + 精米・

加工・輸出経費マージン（仮

定：SAFP の約 3.4 倍を FOB
の目安とし、品質に応じて変

動） 

海上運賃（1kg あたり） 約 30 円～50 円 18 等のコンテナ運賃上昇傾向

を反映した推定値 

海上保険料（1kg あたり） 約 1 円～3 円 CIF 価格の 110 % × 料率 0 .35%
と仮定 22 

日本の関税（MA/SBS 枠外、 341 円 25 



1kg あたり） 

その他輸入諸経費（通関、国

内手数料等） 
約 10 円～20 円 一般的な輸入経費の推定 

小計（米ドル建ての場合、関

税前） 
約$3.50/kg ～$4.50/kg  
（FOB+運賃保険の仮定に基づ

く） 

 

為替レート（USD/J PY） 154 円 20 25 年初頭～中盤の参考レー

ト 

推定輸入価格（円建て、関税

等込み） 
約 900 円～1,100 円/kg  上記項目合計（FOB $850 /ト

ン＝約 131 円/kg と仮定した

場合、131+40 (運賃)+2(保
険)+341(関税)+15(諸経費) = 約
529 円/kg + 品質プレミアム等

で変動） 

注：上記 FOB 価格および最終輸入価格は、品質、契約条件、市場変動により大きく変

動しうるため、あくまで試算である。SAFPからの FOB 導出は複雑であり、実際の取

引価格とは異なる可能性がある。特に高品質米は FOB が$1000/ トンを超えることもあ

り得る。ここでは中級品質を想定したやや保守的な試算を示す。 

表 3.B.1：台湾産ジャポニカ米の日本への推定輸入価格（例：コシヒカリ/台稉 9 号、

1kg あたり、2025 年初頭） 

 

費用項目 金額（円または原通貨） 出典・仮定 

推定 FOB 価格（台湾港湾） 10 0～130 台湾ドル/kg （約

470 円～611 円/kg） 
現地小売価格 5 から逆算した

高品質米の推定 FOB（輸出奨

励金の影響は別途考慮が必要 
36） 

海上運賃（1kg あたり） 約 20 円～40 円 アジア域内運賃の推定値（米



国からの運賃よりは安価と想

定） 

海上保険料（1kg あたり） 約 1 円～3 円 CIF 価格の 110 % × 料率 0 .35%
と仮定 22 

日本の関税（MA/SBS 枠外、

1kg あたり） 
341 円 25 

その他輸入諸経費（通関、国

内手数料等） 
約 10 円～20 円 一般的な輸入経費の推定 

小計（台湾ドル建ての場合、

関税前） 
約 120～170 台湾ドル/kg  
（FOB+運賃保険の仮定に基づ

く） 

 

為替レート（TWD/J PY） 4.7 円 20 25 年初頭～中盤の参考レー

ト 38 

推定輸入価格（円建て、関税

等込み） 
約 840 円～1,000 円/kg  上記項目合計（FOB 50 0 円

/kg と仮定した場合、

50 0 +30 (運賃)+2(保険)+341(関
税)+15(諸経費) = 約 888 円

/kg、品質・ブランドにより変

動） 

注：上記 FOB 価格および最終輸入価格は、品質、契約条件、政府の輸出奨励策、市場

変動により大きく変動しうるため、あくまで試算である。 

4. 外国産米（米国産・台湾産）の日本市場向け価格予測（2025 年下

半期～2026 年） 
A. 価格予測の主要前提条件 

● 世界のコメ需給見通し: 国際穀物理事会（IGC）41 および米国農務省経済調査局

（USDA ERS）17 は、2024/25 年度および 2025/26 年度の世界のコメ生産量が記録

的またはそれに近い水準になると予測している。これは、世界全体としては潤沢な

供給が見込まれることを示唆しており、国際的な指標価格の上昇を抑制する方向に



作用する可能性がある。ただし、日本が主に必要とするジャポニカ種の需給は、イ

ンディカ種が中心の世界市場全体の動向とは別に注視する必要がある。 
● 米国産米の生産動向（2025/26 年産、2025 年後半～2026 年供給分）: USDA の

初期予測によると、20 25/26 年度の米国全体のコメ生産量は前年比 1%減の 2 億

1,930 万 cwt と微減の見通しだが、期首在庫の増加と輸入増により総供給量は 1%
増の 3 億 1,350 万 cwt と記録的な水準に達すると予測されている 42。日本向けに

重要な中粒種・短粒種の作付意向面積は、南部州を中心に 2 万エーカー増の 65 万

5,0 0 0 エーカーと増加が見込まれる一方、カリフォルニア州（ジャポニカ米の主

産地）では若干の減少意向が示されている 17。最終的な作付面積と単収が価格形成

の鍵となる。 
● 台湾産米の生産動向（2025 年、2026 年産）: 具体的な生産量予測は入手できな

かった。台湾政府は需給バランスを重視した政策運営（作付調整、品質奨励など）

を行っており 44、気候変動の影響も認識されている 48。生産量は比較的安定してい

るものの、気象条件による変動リスクは常に存在する。日本への輸出余力は、国内

需給と輸出奨励政策に左右される 36。 
● 為替レート予測（2025 年下半期～2026 年）: 

○ 米ドル／円: みずほ銀行などは、緩やかな円高方向への推移を予測しており、

20 25 年末に 140 円程度 27、20 25 年度末（20 26 年初頭）には 130 円台との

見方もある 29。SMBC 日興証券の短期予測（直近）では 135～150 円のレンジ

も示されている 50。三菱 UFJ 銀行は 20 25 年 5 月時点で 143.0 1 円と観測して

いる 33。予測の前提：1 米ドル＝135～145 円の範囲で推移。 
○ 台湾ドル／円: 直近のスポットレートは 1 台湾ドル＝約 4.7～4.8 円（1 円＝約

0 .20 8～0 .212 台湾ドル）38。台湾経済研究院（TIER）は 20 25 年の米ドル／台

湾ドルを平均 31.0 0～32.35 台湾ドルと予測 30。みずほ銀行の米ドル／台湾ド

ル予測レンジは 31.30～32.80 台湾ドル 51。予測の前提：米ドル／円が 135～
145 円、米ドル／台湾ドルが 31～32 台湾ドルで推移すると仮定した場合、1
台湾ドル＝約 4.2～4.7 円の範囲で推移。 

● 国際海上運賃・保険料の見通し: Drewry 社は 20 25 年のバルク船運賃が、需要増

が船腹供給増を上回るため上昇すると予測している 52。コンテナ運賃も、パンデミ

ック時のピークからは沈静化したものの、地政学的リスク、燃料費、環境規制

（CII など）の影響で高止まり、あるいは若干の上昇圧力が続くと見られる 52。予

測の前提：海上運賃は 2025 年初頭の水準から高止まり、または 5～10%程度の緩

やかな上昇。 保険料率は、新たな世界規模のリスク要因が発生しない限り、CIF
価格に対する一定割合で安定推移すると仮定する 20。 

● 日本のコメ輸入政策の安定性: MA/SBS 枠外の輸入米に対する 1kg あたり 341 円の

関税、および MA/SBS 制度の現行枠組みは、予測期間を通じて大きな変更はない



と仮定する。（現時点で政策変更を示唆する情報はない）。 

B. 米国産米の価格予測（2025 年下半期～2026 年） 

● i. 現地市場価格（SAFP および派生 FOB）の予測 
USDA による 20 24/25 年度のカリフォルニア産中短粒種 SAFP 予測は$22.50 /cwt
であった 17。20 25/26 年度（20 25 年後半～20 26 年供給分）については、米国全

体の中短粒種作付意向面積が増加していること 17、単収が平年並みであれば、生

産者価格は需給逼迫時のピークからは若干緩和される可能性がある。しかし、日本

からの持続的な引き合いを含む輸出需要や国内消費が堅調であれば、価格は歴史的

に見て高水準で推移すると予想される。 
○ *カリフォルニア産中短粒種 SAFP（20 25/26 年産）予測レンジ：*$21.0 0～

$24.0 0 /cwt。 
○ FOB 価格（精米、輸出品質）予測： 上記 SAFP レンジに精米・選別・包装・

国内物流費・輸出マージンを加算。トン当たり$650～$850 程度と推定。 
● ii. 日本への推定輸入価格の予測 

予測 FOB 価格、堅調ながらも安定推移するとみられる海上運賃・保険料 52、1kg
あたり 341 円の関税、および 1 米ドル＝135～145 円の為替レート前提に基づき算

出。為替レートと海上運賃の変動が価格に大きく影響するため、感応度分析が重要

となる。 

C. 台湾産米の価格予測（2025 年下半期～2026 年） 

● i. 現地市場価格（派生 FOB）の予測 
台湾の現地価格は、国内の収穫状況（気候変動の影響 48）と政府の生産・輸出政

策 36 に左右される。日本からの継続的な需要があれば、価格は堅調に推移する可

能性が高い。 
○ 高品質ジャポニカ米の現地価格（FOB の基礎となる）予測レンジ： 1kg あた

り 50 0～70 0 円相当（台湾ドル建てでは 10 5～150 台湾ドル/kg 程度を想定、

輸出需要が強く奨励金が継続する場合、これを超える可能性もある）。 
● ii. 日本への推定輸入価格の予測 

予測 FOB 価格、アジア域内海上運賃（太平洋航路よりは安価だが依然堅調）、安

定した保険料、1kg あたり 341 円の関税、および 1 台湾ドル＝4.2～4.7 円の為替

レート前提に基づき算出。輸出奨励金 36 が日本のバイヤーへの最終提示価格にど

う影響するかが重要な変動要因となる。 

世界全体のコメ（特にインディカ種）の供給が潤沢であるとの予測 17 がある一方で、

日本が主に必要とするジャポニカ種中短粒米の市場は、これとは異なる力学で動く可能



性がある。日本が大規模な輸入国としてこのニッチな市場に参入する場合、カリフォル

ニア産や台湾産の特定品種の輸出価格に対して、たとえ世界全体のコメ供給が十分であ

っても、上昇圧力をかける可能性がある。これは、これらの特定品種の供給量が限られ

ているためである。 

価格予測における最大の不確定要素の一つは、政策変更のリスクである。現時点では日

本の輸入関税政策（1kg あたり 341 円 25）は安定していると仮定しているが、国内の食

料危機が深刻化した場合、政府が関税の一時的な引き下げや免除、あるいは MA/SBS
枠の運用変更といった緊急措置を講じる可能性も皆無ではない。そのような政策変更

は、輸入価格を劇的に変動させる。同様に、輸出国（米国や台湾）における輸出支援策

や輸出規制策の変更も、FOB 価格に直接的な影響を与えるだろう。台湾の輸出奨励金 
36 の動向は特に注視が必要である。 

そして、気候変動は依然として最大の「ワイルドカード」である。日本自身の米危機が

気候変動の影響を強く受けているように 1、供給国である米国や台湾も同様のリスクに

晒されている 1。20 25 年から 20 26 年にかけて、カリフォルニアでの大規模な干ばつ

や台湾での大型台風など、主要生産地域で深刻な気象災害が発生した場合、生産量が予

測を大幅に下回り、価格が急騰する可能性がある。これは、一般的な市場トレンド予測

を覆すほどの影響力を持ち得るため、供給源の多様化の重要性を改めて示している。 

表 4.A.1：価格予測の主要前提条件（2025 年下半期～2026 年） 

 

要因 前提値・範囲 根拠・出典例 

米ドル／円 平均レート 135～145 円 28 等の金融機関予測 

台湾ドル／円 平均レート 4.2～4.7 円 30  及び米ドル／円前提からの

クロスレート計算 

バルチック海運指数（関連指

数）予測レンジ 
高止まり、または緩やかな上

昇傾向 
Drewry 予測 52、燃料費・地政

学リスク 53 

米国カリフォルニア産中・短

粒種 生産量変化率（%） 
作付意向は微増だが単収次第

で±5%程度の変動と想定 

17 



台湾産ジャポニカ米 生産量変

化率（%） 
政策・気候により±5～10 %程

度の変動と想定 

45 

日本の輸入関税（MA/SBS 枠

外） 
341 円/kg で変更なし 25、現時点で政策変更の情報な

し 

表 4.B.1：米国産中粒種・短粒種の日本への推定輸入価格予測（1kg あたり、20 25 年下半期～

20 26 年） 
（構造は表 3.A.1 と同様だが、予測値とシナリオ（低位・基準・高位）を可能な範囲で示す） 

費用項目 基準ケース予測

値（円） 
低位ケース予測

値（円） 
高位ケース予測

値（円） 
備考（変動要

因） 

推定 FOB 価格

（米国港湾） 
280  260  310  SAFP 

$22.50 /cwt (約
293 円/kg @140
円/USD) を中心

に変動、品質・

需給による 

海上運賃 45 35 60  燃料価格、船腹

需給、地政学リ

スク 

海上保険料 2 2 3 CIF 価格に連動 

日本の関税

（MA/SBS 枠

外） 

341 341 341 政策変更がない

限り固定 

その他輸入諸経

費 
15 10  20   

推定輸入価格

（円建て、関税

等込み） 

683 648 734 為替レート（135
～145 円

/USD）、FOB
価格、運賃の組



み合わせにより

大きく変動する

可能性あり 

表 4.C.1：台湾産ジャポニカ米の日本への推定輸入価格予測（1kg あたり、20 25 年下半期～

20 26 年） 
（構造は表 3.B.1 と同様だが、予測値とシナリオを可能な範囲で示す） 
 

費用項目 基準ケース予測

値（円） 
低位ケース予測

値（円） 
高位ケース予測

値（円） 
備考（変動要

因） 

推定 FOB 価格

（台湾港湾） 
550  50 0  650  現地生産状況、

輸出奨励金 36、

日本からの需要

の強さによる 

海上運賃 30  20  45 アジア域内運賃

市況 

海上保険料 2 2 3 CIF 価格に連動 

日本の関税

（MA/SBS 枠

外） 

341 341 341 政策変更がない

限り固定 

その他輸入諸経

費 
15 10  20   

推定輸入価格

（円建て、関税

等込み） 

938 873 1,059 為替レート（4.2
～4.7 円

/TWD）、FOB
価格、運賃の組

み合わせにより

大きく変動する

可能性あり、輸



出奨励金が実質

価格に影響 

5. 日本市場への影響と戦略的考察 
外国産米の価格動向は、日本の国内需給、価格形成、そして食料安全保障戦略に多大な

影響を与える。 

A. 輸入米と国産米の価格比較分析 

表 4.B.1 および表 4.C.1 で示された米国産米および台湾産米の予測輸入価格は、1kg あ

たり 341 円の高率な関税を考慮すると、国産米の平時の価格と比較して依然として高

水準である。しかし、日本の国内米価格が 20 24 年以降、特に業務用米を中心に異常な

高騰を見せており（例：令和 6 年産関東銘柄米が前年比 3 倍 7、相対取引価格 75%上

昇 6）、この状況が継続または悪化する場合、関税を支払った後の輸入米であっても、

特定の用途や品質帯においては価格競争力を持つか、あるいは供給確保の観点から必要

不可欠となる可能性がある。特に MA 枠や SBS 入札を通じて調達される場合は、関税

負担が軽減されるため、より現実的な選択肢となり得る。 

B. 輸入が日本の市場安定性に与える潜在的影響 

管理された形での米輸入は、国内の供給不足を緩和し、特に価格に敏感な外食産業や中

食産業にとって価格安定化に寄与する可能性がある。しかし、大規模かつ無秩序な輸入

は、ただでさえ経営環境が厳しい国内生産者に追加的な打撃を与えるリスクも孕んでい

る。政府が備蓄米放出に当初慎重であった背景にも、このような国内生産者保護の観点

があったと推察される 7。消費者のアクセスと価格の安定、そして国内生産基盤の維持

という二つの要請のバランスを取ることが、政策上の重要な課題となる。 

C. 戦略的調達オプションとリスク軽減策 

● 調達先の多様化: 特定の国・地域に過度に依存することを避け、米国、台湾、そし

て将来的にはその他の潜在的供給国も含めた多様な調達ポートフォリオを構築する

ことで、原産国特有のリスク（天候不順、政策変更など）を分散する。 
● 契約戦略: 現物市場でのスポット購入だけでなく、価格変動リスクをヘッジするた

めに、可能な範囲で中長期的な契約を検討する。ただし、現在の世界的な食料需給

の不確実性を背景に、供給側が長期固定価格契約に消極的である可能性も考慮する

必要がある。 
● MA/SBS 制度の最適活用: 既存の MA 枠を最大限に活用し、SBS 入札のメカニズ

ムを理解・活用することで、関税負担の少ない米を確保する 26。2024 年度の SBS
入札枠が、価格上昇にもかかわらず全量落札されたことは、輸入米に対する強い需



要を示している 26。 
● 品質保証体制の確認: 輸入米が日本の消費者の求める品質基準や安全基準（特に残

留農薬基準など）を満たしていることを確認するための体制構築が不可欠である。

台湾産米の対日輸出においては、農薬基準への適合が課題として指摘されている 
36。 

国内生産コストの上昇、気候変動リスクの増大、そして（MA/SBS 枠外の場合）高関

税が課される輸入米への依存の可能性が組み合わさることで、日本の米の価格水準は、

過去数十年と比較して構造的に高いレベルで推移する「ニューノーマル（新常態）」に

移行する可能性がある。かつての「安価なコメ」の時代は、少なくとも短期的には戻ら

ないと考えるべきかもしれない 36。 

日本の伝統的な食料安全保障観は、主食である米の国内自給に重点を置いてきたが、現

在の危機はその前提を厳しく問い直している。この状況は、食料安全保障の定義を「国

内生産と国際供給の組み合わせによる強靭なアクセス確保」へと再構築し、輸入戦略を

食料安全保障政策の中核に据える必要性を示唆しているのかもしれない。これは自給率

向上努力の放棄を意味するのではなく、国内生産基盤の強化と並行して、安定的かつ多

様な輸入ルートを確保する複眼的なアプローチへの転換である。 

長期にわたる価格高騰と供給不安は、日本の消費者の行動にも変化を促す可能性があ

る。一人当たりの米消費量がさらに減少するか、あるいは品質と安全性が保証されるな

らば外国産米への抵抗感が薄れることも考えられる。4 は米消費量の長期的な減少を根

本的な問題として指摘しているが、現在の深刻な危機 3 はこの傾向を加速させるか、あ

るいは消費者の意識を変える可能性がある。国産米が極端に高価になったり入手困難に

なったりすれば、消費者は米の消費自体を減らすか、外国産米を含む代替品に対してよ

りオープンになるかもしれない。これは、国内生産者と輸入業者双方にとって、長期的

な需要構造の変化を意味する。 

表 5.1：国産米と輸入米（予測）のコスト比較概要（2025 年下半期～2026 年） 

 

米の供給源 代表的な品種例 推定・予測コスト範

囲（円/kg ） 
主要コスト要因・備

考 

国産米（平均価格

帯） 
（地域ブランド等） 70 0 円～ （高騰時参

考） 
国内生産コスト、流

通マージン、作柄。

令和 6 年産相対取引



価格は前年比+75% 
6。令和 6 年産関東銘

柄米は一時前年比 3
倍 7。 

国産米（高級銘柄） 魚沼コシヒカリ等 1,0 0 0 円～2,0 0 0 円

以上 
ブランド価値、生産

量限定、品質。 

米国産中・短粒種 輸
入予測（MA/SBS 枠

外・基準） 

カルローズ等 約 683 円 FOB 価格、海上運

賃、関税 341 円/kg 
25。表 4.B.1 参照。 

台湾産ジャポニカ米 
輸入予測（MA/SBS
枠外・基準） 

コシヒカリ、台稉 9
号 

約 938 円 FOB 価格、海上運

賃、関税 341 円/kg 
25。表 4.C.1 参照。輸

出奨励金が実質価格

に影響。 

6. 結論と提言 
A. 価格見通しの総括と主要な不確実性 

本分析の結果、20 25 年下半期から 20 26 年にかけて、米国産および台湾産の米を日本

へ輸入する場合のコストは、高水準で推移する可能性が高い。MA/SBS 枠外で輸入す

る場合、1kg あたり 341 円の関税が大きな負担となり、最終的な輸入価格は、米国産

中粒種で 1kg あたり 650 円～730 円程度、台湾産高品質ジャポニカ米で 1kg あたり

870 円～1,0 60 円程度と予測される（基準ケースではそれぞれ約 683 円、約 938
円）。これらの価格は、日本の国内米価格が高騰している現状においては、一部の需要

層にとって検討の余地があるものの、平時の国産米価格と比較すると依然として割高で

ある。 

価格予測における主要な不確実性は以下の通りである。 

● 気候変動: 日米台を含む主要生産地域での異常気象は、収穫量と品質に予測不可能

な影響を与え、価格を大きく変動させる最大のリスク要因である。 
● 為替レート: 米ドル／円および台湾ドル／円の為替レートの変動は、輸入コストを

直接的に左右する。 
● 海上運賃市場: 燃料価格、地政学的リスク、世界的な船腹需給バランスにより、海

上運賃は大きく変動する可能性がある。 



● 政策変更: 日本政府による関税政策や輸入枠の変更、あるいは輸出国における輸出

奨励策や規制の変更は、価格前提を根本から覆す可能性がある。 

B. 日本の関係者への提言 

● 購入者・食品業界: 
○ 調達先の多様化: 特定の外国産地に過度に依存せず、複数の供給源を確保する

ことで、カントリーリスクを分散する。 
○ 品質・安全基準の確認: 輸入米の品質、特に日本の消費者が重視する食味や安

全性（残留農薬基準など）について、輸出国での管理体制を含め、十分な確認

と検証を行う。台湾産米については、日本の農薬基準への適合が課題となる場

合がある 36。 
○ 政府との連携: 国内の需給状況や価格動向を踏まえ、関税政策や輸入制度の運

用について、政府と積極的に対話し、必要に応じて危機的状況下での一時的な

関税減免措置などを働きかける。 
○ MA/SBS 枠の活用: ミニマムアクセス米や SBS 入札といった既存の制度を最大

限に活用し、比較的低コストで輸入米を調達する機会を追求する。 
● 政策立案者: 

○ 国内生産基盤の強化: 新規就農者支援、気候変動適応技術の研究開発・普及、

農業インフラの整備など、国内の米生産基盤を中長期的に強化するための抜本

的な対策を加速する。 
○ 輸入政策の柔軟な運用: 食料安全保障の観点から、国内の需給状況に応じて、

関税割当制度の弾力的な運用や、深刻な供給不足時における一時的な関税引き

下げ・免除などを検討できる体制を整備する。ただし、その際には国内生産者

への影響を慎重に評価し、適切な保護策とのバランスを取る必要がある。 
○ 市場情報の透明性向上: 国内外の米市場に関する需給・価格情報を迅速かつ正

確に収集・分析し、関係者へ提供することで、市場の透明性を高め、不測の事

態への備えを促す。 
○ 国際連携の強化: 食料の安定供給確保のため、主要輸出国との間で、平時から

政府間協議や情報交換を緊密に行い、良好な貿易関係を構築・維持する。 
○ 備蓄米制度の再評価: 政府備蓄米の適切な規模、放出のトリガー条件、そして

実効性のある放出・流通メカニズムについて、今回の危機から得られた教訓を

踏まえ、再検討する 11。 

今回の日本の米市場の危機は、単に一時的な価格変動の問題ではなく、国の食料安全保

障の根幹に関わる構造的な課題を露呈した。この危機を契機として、日本は、国内生産

の振興と、強靭かつ多角的な国際調達戦略および貿易政策とを組み合わせた、より総合



的で持続可能な米供給戦略を構築することが急務である。これは価格の問題を超え、国

民の主食の安定供給という国家的な責務に関わる問題である。 
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